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2本日の内容

国土地理院が提供するデータの提供ポリシー

国土地理院が提供する重力データ

国土地理院が提供するGNSSデータ

データDOI付与の取り組み



3国土地理院が提供するデータの提供ポリシー

測量標・測量成果の使用承認

 測量法に基づく測量成果等（基準点成果や紙地図、数値地図、空中

写真等）

 測量法による利用の制限を受け、複製や測量への使用に承認が必要

大きく分けると２種類

国土地理院コンテンツ利用規約

 国土地理院ウェブサイトで公開している情報のうち測量成果

等に該当しないもの

 基本的に出典の明示だけで利用可能（例外あり）

 自由に利用可能で、商用利用も可能
https://www.gsi.go.jp/kikakuchousei/kikakuchousei40182.html
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政府標準利用規約（第2.0版）に準拠

国土地理院コンテンツ利用規約

クリエイティブ・コモンズ・ライセンスの

表示 4.0 国際 (CC BY 4.0) と互換性あり



5本日の内容

国土地理院が提供するデータの提供ポリシー

国土地理院が提供する重力データ

国土地理院が提供するGNSSデータ

データDOI付与の取り組み



6国土地理院が提供する主な重力データ
 基準点等成果閲覧サービス

内容： 重力点の重力値、位置情報、ブーゲー異常等
提供形態： WEB

更新： 都度更新
備考： ダウンロードや一部情報の閲覧は、ユーザー登録が必要
URL： < https://sokuseikagis1.gsi.go.jp/top.html >

 国土地理院 時報（Bulletin）
内容： 測量技術に関する評論、調査報告、試験報告、研究論文及び業務紹介

提供形態： WEB

更新： 不定期
URL： < https://www.gsi.go.jp/REPORT/JIHO/ji-home.html >

< https://www.gsi.go.jp/REPORT/BULLETIN-bul-home.html >

 理科年表
内容： 重力点の重力値、位置情報、ブーゲー異常等

提供形態： 冊子、WEB（丸善出版）
更新： 年1回
備考： 地域の代表地点の重力値等を提供
URL： < https://official.rikanenpyo.jp/ >

https://sokuseikagis1.gsi.go.jp/top.html
https://www.gsi.go.jp/REPORT/JIHO/ji-home.html
https://www.gsi.go.jp/REPORT/BULLETIN-bul-home.html
https://official.rikanenpyo.jp/


7基準点等成果閲覧サービス
【基準点等成果閲覧サービス】

内容： 重力点の重力値、位置情報、ブーゲー異常等
提供形態： WEB

更新： 都度更新
備考： ダウンロードや一部情報の閲覧は、ユーザー登録が必要
URL： < https://sokuseikagis1.gsi.go.jp/top.html >

https://sokuseikagis1.gsi.go.jp/top.html


8国土地理院 時報（Bulletin）
【国土地理院 時報（Bulletin）】

内容： 測量技術に関する評論、調査報告、試験報告、研究論文及び業務紹介
提供形態： WEB

更新： 不定期
URL： < https://www.gsi.go.jp/REPORT/JIHO/ji-home.html >

< https://www.gsi.go.jp/REPORT/BULLETIN-bul-home.html >

国土地理院時報 第131集
日本重力基準網2016（JGSN2016）の構築より

https://www.gsi.go.jp/REPORT/JIHO/ji-home.html
https://www.gsi.go.jp/REPORT/BULLETIN-bul-home.html


9理科年表

https://official.rikanenpyo.jp/posts/6752より引用

【理科年表】
内容： 重力点の重力値、位置情報、ブーゲー異常等

提供形態： 冊子、WEB（丸善出版）
更新： 年1回
備考： 地域の代表地点の重力値等を提供
URL： < https://official.rikanenpyo.jp/ >

https://official.rikanenpyo.jp/posts/6752
https://official.rikanenpyo.jp/


10本日の内容

国土地理院が提供するデータの提供ポリシー

国土地理院が提供する重力データ

国土地理院が提供するGNSSデータ

データDOI付与の取り組み



11GEONET公開データの種類

観測データの他、各種解析結果を提供

 RINEXデータ（30秒値）※1

 RINEX、BINEXデータ（1秒値）※2

 日々の座標値（F5）

 対流圏遅延量推定値

 その他(傾斜計データ、正規方程式、アンテナ位相特性、

解析クラスター、モニュメント情報など

国土地理院のFTPサイト：

※1 約1300点の30秒RINEXは、G,GR, GRJE合計で１日あたり10GB程度
※2 地震調査委員会の臨時会が開催された場合等のもののみ

全国の１年間の地殻変動
（出典：国土地理院HP）
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 ファイルの生成単位：観測点毎、１日

 ファイルの種類：観測データに含まれる衛星系やバージョンに応じて複

数パターン(G_2.11, GR_2.11, GRJ_2.12, GRJE_2.12, GRJE_3.02)を生成

RINEX30秒値
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 ファイルの生成単位：観測点毎、１時間

 ファイルの種類：compact RINEX もしくは BINEX形式

RINEX、BINEX1秒値

技術資料に登録されている2018年247のデータの場合
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 ファイルの生成単位：観測点毎、１年（日々の値を順次追記）

 ファイルの種類：F5 及び R5 のpos形式ファイル（独自形式）

日々の座標値
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 ファイルの生成単位：解析クラスター毎、１年（日々の値を順次追記）

 ファイルの種類：Bernese5.2出力形式

対流圏遅延量推定値



16本日の内容

国土地理院が提供するデータの提供ポリシー

国土地理院が提供する重力データ

国土地理院が提供するGNSSデータ

データDOI付与の取り組み
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１観測点につき１DOIを付与

複数のネットワークに属する場合も柔軟な引用が可能

GGOSの推奨例

GGOS DOI WG Websiteより（https://ggos.org/about/org/co/dois-geodetic-data-sets/）

※現在議論中であり、

あくまで一例



18CDDISにおけるDOI付与例

概要
• 1982年設立。GNSS, SLR, VLBI, DORISのデータをアーカイブし、提供している。
• 1992年以降、IGSのデータセンターとしての役割も果たしている。
• NASA EOSDIS (Earth Observing System Data and Information System) を構成する12の
データセンターの内の一つ。

CDDIS : Crustal Dynamics Data Information System

要件
• ESDIS (Earth Science Data and Information System) プロジェクトの枠組みでDOI付与
が行われている。

• 後処理／準リアルタイム／キャンペーン観測データ、プロダクト、それらに係
るドキュメントが対象となる。

• メタデータを提供する必要あり。

10.5067/GNSS/gnss_daily_o_001

命名規則
• prefixとしてESDISを示す10.5067, suffixとしてデータ／プロダクト名を付与

ESDIS Data/Product



19CDDISにおけるDOI付与例

データにおけるDOI付与
• daily 30 sec, hourly 30 sec, high-rateの3種類
• RINEX拡張子名に応じた命名規則により付与

• 留意点
 一連のデータにDOIを付与する（年ごと、日ごと、点ごとに付与しない）
 RINEX2, RINEX3の区別はしない
 キャンペーン観測（例えば、MGEX）でも、特別な命名はしない
 リアルタイムストリームには付与していない模様

10.5067/GNSS/gnss_daily_o_001

gnss_daily
gnss_hourly
highrate_gnss

o: obs.
d: Hatanaka
n: GPS nav.
etc…

プロダクトにおけるDOI付与
• コンテンツごとに命名

こちらはキャンペーン観測に、別途命名する

10.5067/GNSS/gnss_igserp_001

gnss_igserp: EOP（Final）
gnss_igsorb: 精密暦（Final）
gnss_igssum: 解析サマリ（Final）
gnss_igsclk5: 衛星時計（Final; 

5秒間隔）
etc…



20CDDISにおけるDOI付与のスキーム

ESDISによるDOI付与のスキーム

データ取得者
• データ説明書作成
• データ提供体制構築

CDDIS
• DOIをESDISに申請
• 申請にはメタデータが必要

ESDIS
• Datacite（DOI登録代行会
社）経由でDOIを登録



21それぞれのメリット・デメリット

DOI付与対象 メリット デメリット

GGOS方式 各点のデータに付与 柔軟な引用が可能
DOI付与数が多くなり、
コストが増加する。

CDDIS方式 一連のデータセットに付与

DOI付与数を最小限にと
どめることで、コスト
削減、また、引用数の
集中を図れる。

既存のラベリングとの
整合性を十分に検討す
る必要がある。

※現在議論中であり、

あくまで一例
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現在、国土地理院が独自にDOIを付与できるスキームを構築中

電子基準点によるGNSSデータ等についても

データDOI付与を検討していく予定

今後について


